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平成 20 年度 霧島冒険塾 

作って体験！エレクトロニクス！ 
 
【内 容】小学校 3 年～6 年を対象に、ハンダづけ作業

なしで、特別なキットも用いないで、厚紙に部品をホチ

キスで止めていく方法で簡単な電子工作行います。わず

かな部品でエレクトロニクスの世界を体験することに

より電気電子のものづくりに興味を持ってもらうこと

が目的です。 
 

《 そ の １ 》  

簡 単 タッチセ ンサ  

 触れれば光るタッチセンサをホチキスで作ろう！ 

○人間の体にも電気が流れる！ 

乾電池（1.5Ｖ）を触っても、何も感じませんが、実

はものすごく小さな電流が流れています。（もちろん体

には何の影響もありません。） 電灯線（電気のコンセ

ント）は１００Ｖで、触るとビリッと感電します。（こ

ちらはたいへん危険だから触らないように！） 
エレクトロニクスの力を利用して、この小さな電流を

検出して、「触れば光る」タッチセンサをつくります。 

 
＊単３乾電池２本

（３.０Ｖ）で人の体

にどれくらい電流が

流れるかテスターで

測って見よう。 

（１０μＡ程度です。 

 テスターによっては 

 ほとんど振れません） 

 

○使用する電子部品について 

＊ＬＥＤ（発光ダイオード） 

電流を流すと光る半導体です。電球よりずっと省エネ

です。豆電球と違って＋と－がありますので間違えない

ように 

＊長いほうの足が＋です 

   記号 

 

＊トランジスタ 

 20 世紀最大の発明！ コンピュータも携帯電話もこ

の仲間がたくさん集まって働いています。 

 電流を大きくする作用（増幅作用）があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○タッチセンサの原理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○製作！ 

１．必要な部品を準備しよう 

 ・トランジスタ  ２個（2SC1815 等） 

 ・ＬＥＤ     １個（何でも OK） 

 ・電池スナップ  １個 

 ・電池ボックス  １個 （単３ ２本用） 

 ・基板の厚紙   １枚 

 ・アルミホイル  ２枚（配られたアルミホイルをは

さみで切って約５cm 角のものを２枚作る） 

 

２．部品の加工 

 ・アルミホイルをたたんで適当な大きさの短冊を 2

つ作ります。 

 ・トランジスタの足を根元から曲げます。 

   ＊曲げる向きを間違えないように。 

 

 

 

 

 

－ ＋

トランジスタ 
ＬＥＤ 

＋ － 

エミッタ

コレクタ 

ベース 

エミッタ 

ベース 

コレクタ 

少し電流
を流すと 

こちらに大
きな電流が
流れる 

製作する回路ではトランジスタを 2 個使って

増幅度をアップしています。 

トランジスタの足はこ

んな風に、真ん中の足は

マーク面の方へ 

増幅されて大

きな電流が流

れる 
体を通じて、
ほんのわず
かな電流が
流れると 

２段階でさらに
大きく 
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３．回路図を見ながらホチキスで止めて行こう！ 

 ・まずは 1 のところから 

 ・１、２、３、４、５、６ときたら、ＬＥＤの加工 

  ＬＥＤの足は突起部分から横へ曲げます。 

  ＋（長い方）をアルミホイル部へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○タッチセンサで試して見よう 

・右手と左手でそれぞれタッチセンサのアルミホイルを

さわってみよう。 

・手をつないだ人の間を電気は流れるだろうか？ 

＊注意：アルミホイルを金属などでショートすると壊れ

ます!（簡単化のため電流制限抵抗無しですので） 

 

《 そ の ２ 》  

ＩＣ（集積回路）を使った赤外線リモコンセンサ 

を作ろう！ 

○赤外線ってなんだろう 

 テレビやビデオ、エアコンなど、いろんなものにリモ

コンがついています。 

これらは、赤外線という「見えない光」を使って通信を

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

○赤外線を検出するエレクトロニクス 

 半導体は人間には見えな

い赤外線を検出して「見え

る」ようにできます。ビデオ

カメラやデジタルカメラな

どの半導体でできた「電子の

目」は赤外線が見えます。 

○赤外線センサを作ろう 

 リモコンの受信用に作られた半導体ＩＣ（しゅうせき

かいろ）センサーを使って赤外線リモコンセンサーをつ

くってみよう。どんなリモコンでもＯＫです。 

○製作！ 

１．必要な部品を準備しよう 

 ・赤外線リモコン受信ＩＣ １個 

 ・ＬＥＤ     １個（何でも OK） 

 ・圧電スピーカー １個 

 ・抵抗(200Ω)   １個  

 ・電池スナップ  １個 

 ・電池ボックス  １個 （単３ ４本用） 

 ・基板の厚紙   １枚 

＊赤外線リモコン受信用ＩＣは

いろいろな種類があります。今

回は秋月電子の最も安価なもの

（右図）を使っています。 

 

２．回路図を見ながらホチキスで止めて行こう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

＊注意：異なるＩＣでは足の接続が違う事があります。 

 

アルミホイ

ルの短冊 
＋

単 3 電池 

単 3 電池 

こっちの短冊は折

り曲げて短くする。

＊ホチキスは部品の足がクロスする
ところへ、うまく打とう。 
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人間の見える光 見えない光 見えない光 
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＊どんなリモコンにも反応します。
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《 そ の ３ 》  

トランジスタを使ったＬＥＤ点滅機を作ろう！ 

○点滅（てんめつ）、音、電波のつながり？ 

 点滅機は抵抗（ていこう）を変えると点滅のスピード

が変わります。 

□どんどん早くすると・・・人間の目には、ずっとつい

ているように見えます。しかし圧電スピーカーをつない

でみると、音が聞こえます！ 

◇もっと早くすると ・・・音も聞こえなくなります。 

 このとき、電波が出ています！（ラジオで聞こえる） 

 

○ＬＥＤ点滅機をつくってみよう 

１．必要な部品を準備しよう 

 ・トランジスタ  ２個 

 ・ＬＥＤ     ２個 

 ・抵抗（ていこう）２個（1M（メガ）オーム 茶黒緑） 

 ・コンデンサー  ２個（青色のもの 106 と書いてあ

ります） 

 ・電池スナップ  １個 

 ・電池ボックス  １個（単３ ４本用 赤外線セン

サで使ったもの） 

 ・基板の厚紙   １枚 

 ・アルミホイル  ２枚 

 

２．作製 

①アルミホイルを４つ折にして幅1cmぐらいの短冊を作

ります。長さは厚紙の幅に合わせる。 

 アルミの短冊を厚紙の両端にホチキスで止めます。 

 （ホチキスはあまりはしでない方が良い。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②トランジスタの足を加工します。 

 ２個のトランジスタで足を曲げる方向が違います。 

 間違えないよう注意！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③トランジスタをアルミホイルにホチキスでとめます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④抵抗をトランジスタとアルミホイルにとめます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤コンデンサーと抵抗をつなぎます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥もうひとつのコンデンサーもつなぎます 
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⑦ＬＥＤをつなぎます。＋（長い方）の足が上のアルミ

ホイルにつながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧電池スナップを接続する。コンデンサーを起こして、

足が他にふれないようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○電池ボックスをつないで点滅するか試して 

 見よう！ 

ここも つかない
ように


